
山形県立中央病院で診療を受けられた皆様へ

お問合せ先
脳神経外科　熊谷　孝

023-685-2626

外部への試料・情

報の提供・公表
研究代表者に提供します。

個人情報の取扱い
利用する情報から氏名や住所等の患者さんを直接特定できる個人情

報は削除します。

利益相反 本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業はありません。

九州大学院医学研究院　脳神経外科　飯原　弘二

本研究の目的

急性期脳卒中診療提供体制、特に脳卒中センターの認証の評価に活

用可能な指標（QI:Quality Indicater）を算出することを目的とす

る。算出されたQIはエビデンスに基づいて推奨される診療行為と実

際に行われた診療行為とのギャップを埋めることに資する。

研究の方法

既存のDPCデータを活用して各共同研究施設より症例登録を行う。

データは九州大学脳神経外科および国立循環器病センター循環器統

合情報センターに収集される。健康保険医療情報総合研究所

(PRRISM)においてデータ解析され、UCLA/RAND法に則ってQIが

確定される。

研究に用いる試

料・情報の種類
脳梗塞の臨床診断、画像診断、投薬・注射、処置手術、予後

　当院では、下記の臨床研究を実施しております。

　本研究の対象者に該当する可能性のある方で、情報を研究目的に利用、または、提供

されることを希望されない場合は、下記の問合せ先にお問合せください。

研究課題名
脳卒中を含む循環器病対策の評価指標に基づく急性期医療体制の構築に関する研究

-脳卒中センターの認証に向けた急性期脳卒中の医療の質評価事業(Close The Gap-Stroke研究)-

該当者 急性期脳梗塞で入院し、tPA静注療法/血栓回収療法を受けられた方

実施予定期間 2013年1月〜2015年12月に退院された方

当院の研究責任者 脳神経外科　熊谷　孝

研究代表者


